








令和 6年 4月 1日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

住　所 　札幌市北区北17条西4丁目1番3号　マミヤビル1階101（a)　 管理者名 大高　敏久

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 株式会社　タスカル 事業所番号 0110203163

【利用者の意見】

Mさん：自分はとても不器用な方で特にシール貼りが上手くいかないです。その結果よく注意を受けたりします。だから上手く出来るようにするためにはどう　　す

れば良いのか考えています。あと、仕事の流れが見えるようになってきたのでスムーズな動きで作業したいと思います。

Aさん：私はせっかちなので仕事をするときには落ち着くように心がけています。難しい仕事を終えたときにはホッとしたり達成感があります。特に自分たちで仕事の

準備をするようになってからは今までのようなただ立っていることがすくなくなりました。

Hさん：色々な作業を任せられるようになってやりがいを感じています。このような経験を積み重ねて一般就労の基礎を作りたいと思います。

電話番号 011-717-5211 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

【活動場所】当事業所内

【実施日程】令和5年4月1日から令和6年3月31日

【実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要】業者から受託した各種作業

を行うにあたり作業手順を利用者で話し合ことによって各自の持ち場が決まり作業

の流れをスムーズに行えた。正確性やスピード感についても意識の高まりが見られ

た。作業に対する心構えは作業ごとに話し合った。

【利用者数】一日平均4～5名

【利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい】指示されるがままより自分たちで

流れや工夫を考えることにより結果が出て反省と改善点が見え次の作業に活かせる

ようになる。

【利用者にとってのメリット】一般就労の基礎作りになる。

【実施した結果】経験済みの作業ではあっても話し合いになると考えを出さない

（出せない）人が多くスタッフが指名することが多々あった。

【得られた成果】これまでは指示を待つだけだったが作業の振り返りで反省点や改

善点を出すなど意思表示をすることが多くなった。

【課題点】作業ごとのリーダーを決められなかった（尻込みで）。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

【連携した結果に対する意見または評価】A社からの作業で一時作業依頼が止まったことがあった。その要因は単価の値上げによるものだった。が、再度の依頼の申し

出がきた。それには他のA型事業所に依頼した結果が良くなかったということで、当事業所の仕事ぶりが認められたこととなった。作業によっては作業スペースや帽

子、手袋、マスク等を着衣した現場を見てもらったりして良い評価を得ている。

【今後の連携強化に向けた課題】今後も単価交渉を行わなければならないと考え、金額に見合った仕事の結果を重視し仕事の結果の向こうにはお客様がいるという考

えを利用者と共有し、業者にも当事業所に任せれば安心だということをアピールをしていく。

連携先企業（担当者） U株式会社（青木様）　T産業（田中様）　S株式会社（松岡様）

利用者からの意見・評価

様式２

・作業に入る前に準備するものや注意事項を作業に

携わる人が話し合います。初めての作業ではないの

で思い出しながら項目を出していきます。

ホワイトボードに書き入れる役割も初めの頃は顔を

見合わせることが多かったのですが次第に役割が決

まってくるようになっています。
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